
のしろ市議会だより

渡
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優
子

（
平
政
・
公
明
党
）
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改
革
の
し
ろ
）

菅
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隆
文
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よ
ね
し
ろ
・
立
志
会
）
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

■質
仕
事
や
健
康
な
ど
深
刻
な
問
題
を
抱
え
た
人
を
生
活
保

護
に
至
る
前
に
支
え
、
新
た
な
人
生
へ
の
挑
戦
を
後
押
し
す

る
画
期
的
な
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
。
本
市
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■答
本
市
で
は
自
立
相
談
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
事

業
を
実
施
し
、
自
立
支
援
相
談
事
業
は
、
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト

相
談
室
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
。
開
設

に
当
た
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
と
市
の
関
係
窓
口
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
、
事
業
の
周
知
を
し
て
い
る
。
民

生
委
員
や
自
治
会
へ
も
相
談
室
へ
の
誘
導
を
お
願
い
し
て
い

る
。

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■質
特
殊
詐
欺
被
害
な
ど
報
道
が
た
び
た
び
だ
。
高
齢
者
等

の
安
否
確
認
・
相
談
業
務
を
民
生
委
員
、
町
内
会
に
協
力
と

い
っ
て
も
、
負
担
が
大
き
く
全
て
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。

根
本
的
対
応
を
図
り
強
化
す
べ
き
。

■答
高
齢
世
帯
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
台
帳
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
台
帳
は
民
生
委
員
の
見
守
り
活
動
等
で
の
活
用
の

ほ
か
、
消
防
と
連
携
し
１
１
９
番
通
報
の
地
図
検
索
装
置
へ

の
反
映
等
に
役
立
て
て
い
る
。
全
国
的
に
も
実
効
性
の
あ
る

施
策
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
先
進
例
を
参
考
に
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
強
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
。

設
置
期
限
を
迎
え
る
地
域
自
治
区
の
延
長
を

■質
10
年
が
設
置
期
限
の
地
域
自
治
区
。「
道
の
駅
ふ
た
つ

い
」、「
恋
文
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
二
ツ
井
・
荷
上
場
簡
易
水

道
」
等
、
継
続
の
独
自
事
業
が
山
積
み
。
二
ツ
井
町
庁
舎
は

分
庁
で
存
続
。
地
域
自
治
区
も
延
長
す
べ
き
。

■答
地
域
協
議
会
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や

案
件
に
つ
い
て
意
見
・
提
案
を
受
け
て
お
り
、
可
能
な
限
り

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
地
域
自
治
区
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
新
市
建
設
計
画
の
延
長
等
も
勘
案
し
、

地
域
協
議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
９
月
定
例
会
で
市
の

方
向
性
を
示
し
、
改
め
て
議
会
の
御
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

健
康
推
進
奨
励
金
制
度

■質
市
民
の
健
康
維
持
の
た
め
の
特
定
検
診
を
受
け
、
保
険

診
療
を
一
年
間
受
け
な
か
っ
た
世
帯
に
奨
励
金
を
渡
し
、
特

定
検
診
の
受
診
率
向
上
と
医
療
費
の
削
減
を
行
っ
た
市
が
あ

る
が
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
。

■答
医
療
保
険
者
が
保
健
事
業
と
し
て
現
金
給
付
を
行
う
こ

と
は
制
度
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
慎
重

論
が
あ
る
。
ま
た
、
受
診
抑
制
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
の

で
導
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
受
診
率
向
上
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
果
的
か
、
先
進
事
例
も
調
査
し
検
討

し
た
い
。

地
域
主
体
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

■質
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
人
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。

現
在
、
４
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
自
立
促
進
す
る
と

と
も
に
、
市
内
全
域
に
広
げ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
」
を
実
現
す
べ
き
。

■答
４
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
地
域
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
主
体
的

に
活
動
が
進
む
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
将
来
を
考
え
、
課
題
解
決

や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
新
た
な
組
織
の
設
立
に
つ
な
が
る
よ
う
、
機
運
の
醸

成
に
努
め
た
い
。

地
元
能
代
山
本
選
出
県
議
会
議
員
と
の
連
携

■質
３
名
の
新
人
県
議
と
、
地
方
政
治
は
主
義
の
対
立
で
な

く
地
域
の
振
興
と
す
る
重
鎮
議
員
と
、
郡
市
４
自
治
体
で
構

成
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
一

層
の
連
携
が
必
要
で
な
い
か
。

■答
市
で
は
毎
年
、
国
や
県
に
関
係
す
る
要
望
を
取
り
ま
と

め
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
、
定
住
自
立
圏
構
想

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
協
力
体
制
が
必
要
と
な
る
。
地
元
選
出
県
議
会
議
員
と
連

携
を
深
め
、
能
代
山
本
地
域
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

「
産
後
ケ
ア
」
事
業

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

地
方
創
生
と
自
治
の
あ
り
方　

○

地
方
版
総
合
戦
略
の
基
軸

○

観
光
拠
点
施
設

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

他
市
の
自
治
区
設
置
満
了
後
の
状
況

○

の
し
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
取
り
組
み

○

旧
チ
ャ
リ
ン
ジ
ャ
ー
事
業

一 般 質 問


